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和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム

創立1951.1.1　承認1951.3.23　登録番号7734

職場訪問例会　於：福島競馬場
※4月9日（木）→11日(土)に変更しております。

ご
あ
い
さ
つ 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　

競
馬
（
く
ら
べ
う
ま
）
の
お
話

　

本
日
は
、当
ク
ラ
ブ
恒
例
の
職
場
訪
問
例
会
を
職
業
奉
仕
委
員
会

が
主
管
の
も
と
、福
島
競
馬
場
に
て
開
催
す
る
に
あ
た
り
、当
ク
ラ

ブ
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
今
井
場
長
様
に
は
、ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お

世
話
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。福
島
競
馬
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、明
治
時
代
の
半
ば
に

福
島
県
産
馬
組
合
取
締
所
が
、信
夫
山
招
魂
社（
現
在
の
福
島
県
護

國
神
社
）祭
礼
に
山
麓
に
て
奉
納
競
馬
を
催
し
た
こ
と
を
起
源
と
し

て
、
大
正
七
年（
一
九
一
八
年
）に
第
一
回
の
福
島
競
馬
が
開
催
さ

れ
て
よ
り
、
今
年
で
九
十
七
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
東
日
本
大

震
災
で
の
被
災
を
乗
り
越
え
ら
れ
、東
北
で
唯
一
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
場

と
し
て
立
派
な
施
設
を
有
し
、春
、夏
、秋
と
年
間
三
回
開
催
さ
れ
、

七
月
に
行
わ
れ
る
伝
統
の
七
夕
賞
な
ど
、個
性
豊
か
な
熱
い
レ
ー
ス

が
展
開
さ
れ
る
ほ
か
、街
中
の
競
馬
場
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
立

地
か
ら
、競
馬
好
き
な
福
島
市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な

催
し
物
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、当
ク
ラ
ブ
と
競
馬
場
と

の
関
係
も
深
く
、
本
日
の
第
十
レ
ー
ス
ひ
め
さ
ゆ
り
賞
勝
利
馬
に

は
、毎
年
、福
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
を
贈
呈
い
た
し
て
お

り
ま
す
ほ
か
、
競
馬
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
会
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、

当
ク
ラ
ブ
の
代
表
的
な
同
好
会
で
あ
る「
競
馬
を
楽
し
む
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
会
」が
和
や
か
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
承
知
の
通

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

上
賀
茂
神
社
に
残
る
古
式
競
馬

　

さ
て
、
我
が
国
の
競
馬
の
起
源
は
い
つ
頃
か
、
歴
史
を
少
し

遡
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
代
競
馬
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時

代
の
文
久
二
年（
一
八
六
二
年
）横
浜
の
居
留
地
に
い
た
外
国
人

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
原
型
と
い
い
ま
す

か
ら
、
今
年
で
百
五
十
三
周
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
競
馬（
く
ら
べ
う
ま
）の
歴
史

は
更
に
古
く
、
今
か
ら
千
三
百
十
四
年
前
の
奈
良
時
代
前
期
、
第

四
十
二
代
の
文
武
天
皇
の
大
宝
元
年（
七
〇
一
年
）ま
で
遡
り
ま

す
。
当
時
、
朝
廷
の
儀
式
の
一
つ
と
し
て
、
天
下
泰
平
や
五
穀
豊

穰
を
祈
願
し
て
、
五
月
の
端
午
の
節
句
に
行
わ
れ
て
い
た
と
の
記

録
が
日
本
書
紀
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
古
式
の
競
馬

は
、
現
在
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
葵
祭
で
有
名
な
京
都
の
上

賀
茂
神
社
に
競
馬
神
事
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
道
で
二

頭
の
馬
が
早
さ
と
、
騎
手
の
乗
馬
技
術
を
競
う
も
の
で
、
古
式
に

則
っ
た
衣
裳
と
馬
具
を
つ
け
て
疾
走
す
る
様
は
、
平
安
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
行
事
は
一
見
の
価
値
あ
り

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
覧
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
上
賀
茂
神
社
と
は
正
式
に
賀
茂

別
雷
神
社（
か
も
わ
け
い
か
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ
）と
言
い
、
お
祭
り

に
あ
た
り
、
天
皇
陛
下
の
お
使
い（
勅
使
）が
参
向
す
る
勅
祭
社

（
ち
ょ
く
さ
い
し
ゃ
、
全
国
で
十
六
社
）の
筆
頭
の
格
式
が
あ
り
、

私
の
叔
父
に
あ
た
る
阿
部
信
が
平
成
七
年
ま
で
の
十
九
年
間
宮
司

職
を
務
め
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、神
社
の
鳥
居
近
く
に
あ
る「
や

き
も
ち
」屋
さ
ん
で
焼
き
た
て
の
や
き
も
ち
を
賞
味
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
競
馬
と
神
社
の
神
事
は
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
年

三
回
の
福
島
競
馬
開
催
前
に
は
、
馬
場
の
上
で
馬
場
浄
め
式
の
神

事
が
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
、
私
が
お
邪
魔
し
て
期
間
中
の
人
馬
無
事

故
を
祈
っ
て
お
祓
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

競
馬
の
見
ど
こ
ろ

　

さ
て
、
第
一
回
福
島
競
馬
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
二
十
五
日
㈯
に

行
わ
れ
る
重
賞
競
走
、
第
十
二
回
福
島
牝
馬
ス
テ
ー
ク
ス
で
あ
り

ま
す
。
私
は
以
前
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
が
馬
の
走
る
速

さ
と
年
齢
で
し
た
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
と
ハ
ロ
ン

（
二
百
メ
ー
ト
ル
）平
均
し
て
十
一
秒
か
ら
十
二
秒
程
度
と
言
わ
れ

ま
す
か
ら
、
時
速
に
換
算
す
る
と
六
十
㎞
か
ら
七
十
㎞
近
く
と
い

う
早
さ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
馬
の
年
齢（
馬
齢
）は
三
才
馬
で
人

間
で
い
う
と
二
十
才
、
一
番
強
い
の
は
四
才
馬
だ
そ
う
で
、
人
間

で
は
二
十
四
才
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

　

で
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
速
さ
の
限
界
と
は
一
体
ど
の
位
の
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。
日
本
一
速
い
馬
と
し
て
有
名
な
の
が
二
〇
〇
四

年
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ズ
Ｓ
優
勝
馬
カ
ル
ス
ト
ン
ラ
イ
ト
オ
と
の

こ
と
で
す
。
カ
ル
ス
ト
ン
ラ
イ
ト
オ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
イ
ビ

ス
サ
マ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
（
新
潟
競
馬
場
・
直
線
一
〇
〇
〇
ｍ
）
を

五
十
三
秒
七
と
い
う
レ
コ
ー
ド
タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、
圧

巻
な
の
は
そ
の
内
訳
で
あ
る
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
で
し
た
。
六
〇
〇
ｍ

通
過
地
点
〜
八
〇
〇
ｍ
通
過
地
点
ま
で
の
一
ハ
ロ
ン
で
、
驚
き
の

九
秒
六
を
記
録
し
た
の
で
す
。
二
〇
〇
ｍ
を
九
秒
六
と
い
う
こ
と

は
、
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
の
二
〇
〇
ｍ
の
記
録
が
十
九
秒
一
九
で

す
か
ら
単
純
に
言
え
ば
、
ボ
ル
ト
の
倍
以
上
速
い
わ
け
で
す
。

　

ち
な
み
に
福
島
牝
馬
ス
テ
ー
ク
ス
は
、
サ
ラ
系
四
才
以
上
の
牝

馬
に
よ
る
芝
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ス
で
、
福
島
競
馬
場
で
の

過
去
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
は
一
分
四
十
六
秒
一
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
一
着
賞
金
は
三
千
七
百
万
円
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
情
報
を
調

べ
な
が
ら
観
戦
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

日
は
、
心
ゆ
く
ま
で
競
馬
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

第10レース「ひめさゆり賞」に

福島ロータリークラブ会長賞を
贈呈いたしました

─ 競馬場訪問例会 ─

■■福島DCがスタートしました福島DCがスタートしました！！
　6月30日（火）までの間、福島デスティネーションキャンペーン
が開催されております。オープニングとなる4月1日（水）には、当
クラブより安藤錬雄会員、安藤健次
郎会員、今井理基夫会員、浦部 博会
員、草野武夫会員、田沼紀美子会員、
日比野恒夫会員、増子 勉会員、藤井
高志会員、八巻恵一会員、菅沼 裕会
員、坪井大雄幹事が参加し、福島駅に
到着された方々をお迎えしました。
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姉妹クラブ（または友好クラブ）
を作るための準備状況

 幡　研一 会長エレクト

　台湾に姉妹クラブ（友好
クラブ）を作る準備のため、
私と後藤忠久次年度国際奉
仕委員長（姉妹クラブ結成
プロジェクト委員長）、箱岩 
偉次期幹事、それに今回姉

妹クラブ締結のためいろいろお世話になった、福島中央
RCの呉竹弘吉さんの4名で3月29日～4月2日、台北
市を訪れてきました。
　3月29日夕方台北着、3月30日、台湾大学医学部同窓
会館のレストランで、歓迎会が行われました。そこには、
今回仲介の労を取って頂いた、台北東南RCパスト会長の
陳 宏銘さん（産婦人科医・呉竹先生の同級生）、林 華明
2015～2016年度RI3520地区（台湾全土）ガバナー（今
回の姉妹クラブ候補を紹介して頂いた方、慶応大学出身、
米山奨学生学友）、郭 継勲2017～2018年度RI3520
地区ガバナー（口腔外科医、台北文湖RC初代会長）、鄧 
祖琳元陸軍大将・元在ポーランド大使、謝 長哲（台湾の
産婦人科の長老）などそうそうたる方ばかりでした。
　美味しいお酒と食事をごちそうになりました。その後、
張 漢東さん（産婦人科医・武道館経営）のお宅に招かれ
素晴らしい骨董の数々やお庭を見せて頂き、お茶をごち
そうになりました。
　3月31日、台北東南RC（福島中央RCの友好クラブ）
の例会にメーキャップしてきました。挨拶の後、震災後
の福島の状況と将来について30分のスピーチをしてき
ました（前もって頼まれていました）。例会終了後、台北
文湖RCとの話し合いを行いました。お互いの自己紹介や
クラブの紹介等をお話して理解を深めました。会員数40
名、平均年齢47歳と若い会員の多いクラブですが、皆さ
んしっかりしている印象を受けました。
　最後に、お互いにクラブに持ち帰って、夫々の理事会で
了解が得られれば友好クラブ締結に向け前向きに進みま
しょうということになりました。相当の人が日本語も理
解しております。　以上、台北訪問の報告とします。

クラブの定款と細則
　クラブの定款と細則には、クラブを運営していくた
めの大切な規則や、クラブの会員であり続けるための
決まり事が書かれていますから、是非一度読み返して
みてください。
　例えば、クラブの例会に欠席する場合、その例会の
前後2週間以内に他のクラブの例会か、決められた会
合などに出席して欠席をメークアップしなければな
らない、ということもロータリークラブ定款に書かれ
ています。例会時間の60％以上の時間、例会に出席し
ていなければ、出席と認められないこともそこに書か
れています。例会を何曜日の何時から開催するという
ことや、入会金と年会費の額については、ロータリー
クラブ細則にあります。このように、入会したときに
先輩会員から教えられたことの多くが、定款と細則に
定められているのです。
　では、各クラブの定款と細則は、いつ、どこで決ま
るのでしょうか。

ロータリークラブ定款
　すべてのロータリークラブが「標準ロータリークラ
ブ定款」に従って組織されています。1922年に米国
ロサンゼルスで開催されたRI国際大会において、全
クラブが「標準定款」を採択することが決定しました。
クラブの名称と所在地域を除く事柄のすべてが、規
定審議会で改定されます。規定審議会は、国際ロータ
リーの立法機関で、3年に1回開催され、各地区から
1人の代表委員が参加して、提出された立法案につい
て審議します。採択された立法案に沿って、標準ロー
タリークラブ定款が改定されますが、同時に各クラブ
の定款も変更されるのです。
　立法案は、クラブからも提出できますが、クラブの
場合は、地区大会の承認を受けなければなりません。

ロータリークラブ細則
　一方、ロータリークラブ細則は、定足数（クラブ会
員の3分の1）の出席する例会で、出席会員の3分の
2の賛成によって改正することができます。なお、こ
の改定案は、審議する例会の10日前までに会員に届
けられていなければなりません。
　また、その改正はRI定款、RI細則、標準ロータリー
クラブ定款と合致した内容のもので、条項追加をして
はいけないことになっていますから、3年に1度開催
される規定審議会で、それらが改正されるのに合わせ
て、クラブで見直す必要があります。
　ロータリークラブ細則は、採決の方法、委員会の任
務、財務、決議、議事の順序などクラブ定款で取り上
げていない分野を含むことから、クラブの実情に合わ
せて、改正することは一向に差し支えありません。む
しろ、定期的な見直しこそ推奨されていることをご承
知置き下さい。
　さて、ロータリーで最初の定款ができたのは、いつ
かと言えば、世界で初めてのシカゴロータリークラブ
ができた1905年2月23日の1年後の1906年1月
でしたので、創立して1年たたない頃にロータリーク
ラブ定款がつくられたことになります。
　複数の人が集まる組織をスムーズに運営していくた
めには、なんらかの決まりが必要になります。クラブ定
款と細則は、クラブを運営するために欠かせないもの
です。文章が堅苦しいとか、文字が小さくて読みづらい
などと言わず、常に確認をするようにしてください。
　福島ロータリークラブの定款・細則は、年次計画書
の115頁から126頁に掲載されています。
 （文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回36
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 佐藤武彦 委員 本日のニコニコBOX投入額　13件 ¥34,000 累計  ¥2,111,000
○
菅
野　

晋 

会
員

　

今
年
度
、
第
二
回
目
の
職
場
訪
問

例
会
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。又
、

五
月
十
四
日
は
第
三
回
目
の
職
場
訪

問「
東
北
電
力
女
川
発
電
所
」を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
加
藤 

義
朋 

会
員

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
竹
田

綜
合
病
院
検
査
科
江
川
様
は
じ
め
４

名
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
皆
様
宜
し

く「
勝
ち
馬
馬
券
の
買
い
方
」を
ご

教
示
下
さ
い
。

○
相
良 

元
章 

会
員

　

子
ど
も
達
を
初
め
て
競
馬
場
に
連

れ
て
参
り
ま
し
た
。「
フ
ナ
ッ
シ
ー
が

来
る
！
」と
思
っ
た
ら
明
日
で
し
た
。

○
菅
野 

孝
志 

会
員

　

は
じ
め
て
、
競
馬
場
に
入
り
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！
ふ
く
し

ま
Ｄ
Ｃ
の
成
功
の
た
め
に
も
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
お
越
し
に
な
ら
れ
る

こ
と
祈
り
ま
す
。

○
丹
治 

正
博 

会
長

　

本
日
、
恒
例
の
福
島
競
馬
場
で
の

職
場
訪
問
例
会
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
今
井
場
長
様
を
始
め
ご
関
係
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
五
十
名
を
越
え
る
近
年
に
な
い

大
勢
の
ご
参
加
に
も
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
の
第
十
レ
ー
ス「
ひ
め

さ
ゆ
り
賞
」で
は
福
島
Ｒ
Ｃ
会
長
賞

の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
つ
と
め
ま
す
。

○
他
に
／
坪
井
大
雄
／
門
脇 

渉
／

田
沼
紀
美
子
／
安
藤
健
次
郎
／
藤

井
高
志
／
菅
野
晴
隆
／
岡
田
新
也

／
児
玉
健
夫

開会点鐘 丹治正博 会長

お客様並びに来訪ロータリアンの紹介
会長挨拶 丹治正博 会長

職業奉仕委員長挨拶 菅野　晋 委員長

福島競馬場 場長挨拶 今井　康 会員

幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　ニコニコBOX担当 佐藤武彦 委員

閉会点鐘 丹治正博 会長

福島競馬場　場長 今井　　康 様

　三浦かおり 様 （三浦康伸会員ご夫人）

　　　　康秀 さん （　　　〃　　お子様）

　出口　武司 さん （　　　〃　　ゲスト）

　江川由里子 様 （加藤義朋会員ゲスト）

　卯月　美江 様 （　　　〃　　　　　）

　太田　琴絵 様 （　　　〃　　　　　）

　高田　直樹 様 （　　　〃　　　　　）

　菅野　高雅 さん （菅野晴隆会員お子様）

　　　　誠雅 さん （　　　〃　　　　　）

　相良　和子 様 （相良元章会員ご夫人）

　　　　好美 さん （　　〃　　　お子様）

　　　　一燈 ちゃん （　　〃　　　お子様）

　坪井　孝美 様 （坪井大雄幹事ご夫人）

例 会 次 第お 客 様 紹 介

現
在
東
京
上
野
の
国

立
西
洋
美
術
館
で
、

「
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
展
」が
三

月
三
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
エ
ル
チ
ー
ノ
は
、
十
七
世
紀
の
イ
タ
リ

ア
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
を
代
表
す
る
巨
匠
で
あ
る

が
、
日
本
で
は
全
く
無
名
の
存
在
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
生
存
時
の
名
声
は
な
く
な

り
、
そ
の
名
は
永
ら
く
歴
史
の
彼
方
へ
葬
り

さ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
そ
の
功
績
が

再
評
価
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
グ
エ

ル
チ
ー
ノ
は
再
び
美
術
の
表
舞
台
に
登
場
す

る
事
と
な
っ
た
。

　

グ
エ
ル
チ
ー
ノ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な

田
舎
町
チ
ェ
ン
ト
で
活
動
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
チ
ェ
ン
ト
市
立
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
五

月
に
チ
ェ
ン
ト
で
大
地
震
が
発
生
し
、
チ
ェ

ン
ト
市
立
美
術
館
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

美
術
館
は
現
在
も
閉
館
中
で
あ
る
。
今
回
の

展
覧
会
は
、
美
術
館
が
閉
館
中
で
あ
る
た
め

に
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
品
を
大
規
模
に
東

京
に
貸
し
出
す
事
が
出
来
た
。
祭
壇
画
を
中

心
と
す
る
宗
教
画
の
大
作
が
四
十
点
出
品
さ

れ
て
い
る
。

　

最
近
日
本
で
は
、
数
々
の
美
術
展
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
様
な

無
名
の
画
家
の
展
覧
会
に
も
、
沢
山
の
観
客

が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
最
近
の
美

術
展
ブ
ー
ム
と
い
う
の
も
当
然
あ
る
が
、
団

塊
の
世
代
の
リ
タ
イ
ア
族
た
ち
が
積
極
的
に

展
覧
会
に
出
か
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
平
日
の
日
中
展
覧
会
に
行
く
と
、

ど
こ
の
会
場
で
も
元
気
な
リ
タ
イ
ア
族
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

私のひとこと 菅野　 晋 会員

■4月23（木） 18：30～「石林」

　「観桜夜間例会」　＊ゴルフコンペ（パーシモンCC）
■4月30（木）→26（日）に変更
　「RI第2530地区 地区大会」 10：00～「パルセいいざか」

例会プログラムのご案内

去る3月28日（土）、ホテル辰巳屋にて「県北第一
分区次期幹事セミナー（SETS）」が開催されました。

◆セミナー 進行／県北第一分区幹事　山村 忠広
・開　会
・ガバナー補佐あいさつ 久米 允彦 ガバナー補佐
・講師紹介　　　　　　　　　　　　　〃
・参加者自己紹介　　　　　　　　　　　
・講　義 阿久津肇 パストガバナー
・質疑応答
・まとめ 鈴木 和夫 次期ガバナー補佐
・閉　会

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
◆懇親会 進行／福島RC幹事　坪井 大雄
・開会あいさつ 丹治 正博 福島RC会長
・乾　杯 鈴木 和夫 次期ガバナー補佐
・懇　親
・閉会あいさつ 幡 研一 福島RC会長エレクト

県北第一分区次期幹事セミナー（SETS）開催


